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650 t クレーン架設におけるアウトリガー養生

鈴　木　教　之

本工事で͋るา道橋架ସ工事は，新設ܻの架設およびط設ܻのఫڈを大型クレーン（650 t）で計ըさ
れている。施工計ըに͋たり，設ஔՕॴのॾ݅（地࣭，ຒ設ෑ設ঢ়گ，交通事情等）により事業主から，
アウトリガー養生方法の࠶検౼をڧく要望された。本文は，新たな養生方法ܾ定までのܦҢと݁果をհ
するもので͋る。
キーワードɿ大型クレーン架設，アウトリガー養生，軟弱地盤

1．はじめに

۠がอ༗管理するඦา道橋は，ࡾஸ
地۠と大࡚一ஸ地۠を݁Ϳލઢ橋で͋り，地Ҭのॏ
要なา行ऀ動ઢの役ׂを果たしている。
本工事は本橋のٺ化に伴う，新設า道橋の架けସ
͑工事で，ࣼ路き֊ஈによるࣗ転ं動ઢの֬อと，
エレベータ設ஔによるόリアフリー整備を的として
いる。
に使用する大型クレー࣌ճは，新設า道橋ܻ架設ࠓ
ンのアウトリガー෦養生方法に関する問題点，検౼内
容，現地֬ೝ方法についてհする。図─ 1に成
イϝージ図を示す。

2．新設桁架設計画

本橋は，最大支ؒが 33.5 m，ܻが 63.0 m で，
ভೆ新॓ライン 2ઢ，りΜかいઢ 2ઢ，ࢁ手引上 2ઢ
と立体交ࠩし，ԣਢլઢ上下ઢ，౦ւ道新װઢ上下ઢ

と近してฒ行している。
新設ܻの架設は 4ブロックに分ׂし，4日ؒで架設
を行った（図─ 2）。
ଆから 3ブロック（ᶃ，ᶄ，ᶅブロック）は，
ଆ۠道෦交ࠩ点をؒ通行ࢭめ੍نし，650 t 大型ク
レーンを使用して架設した。
各ブロックの架設は，それͧれ関する路ઢのӦ業
がऴྃした࢝，ޙ発ྻंが運行開࢝するまでのؒ߹い
で，ઢ路ดおよびきిఀࢭ手ଓきを行い施工した。
クレーン能ྗ上，最もݫしい݅となるのはᶅブ
ロックで，作業径 38.0 m，定格૯ՙॏ 39.5 t に対し
て，ՙॏ量は 29.3 t，74.2ˋ能ྗでの施工となり，
この際のアウトリガー最大ྗは 128 t となることが
定された。

3．問題点

発࣌の当ॳ計ըは，各アウトリガー設ஔҐஔに 4
本のH鋼杭を打設し，これを支持杭としたコンクリー
トচ版を設けるもので͋った（図─ 3）。
しかし，डޙ，本工事の事業主より，当֘交ࠩ点
が۠内のॏ要なװઢ道路の交ࠩ෦で͋ること，ॏ要な
ଞا業ຒ設がしていることから，交ࠩ点内に支
持杭を施工しない計ըの立案をڧくٻめられた（図─
4）。
支持杭を施工しない場߹，当֘Օॴの土࣭݅が/
 0ʙ 2の軟弱なシルトのため，本計ըのアウトリ
ガーྗに͑うることが出དྷるかが最大の問題点で
͋った（図─ 5）。

特集＞＞＞　安全対策・労働災害防止

ਤᴷ Πϝʔδਤ　�



�� 建設機械施工 Vol.67　No.5　May　2015

ਤᴷ �　Ս設ܭը֓ཁਤ

ਤᴷ �　ΞτϦΨʔཆੜॳܭը

ਤᴷ �　ຒ設گݱਤ



��建設機械施工 Vol.67　No.5　May　2015

4．検討策

Ҏ上の問題点を解ܾすく，図─ 6に示す「養生
方法ܾ定までのフロー」に基ͮき，養生方法の検౼を
行った。

（1）検討 1．現地土質の再調査
まͣは͡めに，現地地盤がアウトリガーྗに対し
て͑ಘるڧ度を༗しているか，また，地盤が༗する
，度がアウトリガーྗに対して͑ಘるためにはڧ
載ՙ面積がどれఔ必要か検౼するため，改めて現地土
࣭の࠶ௐࠪを実施することとした。

（2）検討 2．モデルケースによる現場試験
検౼ 1の݁果から必要載ՙ面積をܾ定したが，平板
載ՙݧࢼで地ࢁが͑ಘたՙॏ（10 L/）は，実際の
アウトリガーྗ（1281 L/）に対し，ઈ対として
がখさいため，現地に 600 L/ のΧウンターウエイ
トを載ՙし，舗装下量を実ଌすることとした。

（3）検討 3．大型クレーン施工実績の収集
検౼ 1および検౼ 2とฒ行して，大型クレーンの施
工実および養生方法のௐࠪを実施し，ಉ等݅で施

工された工事の養生方法を検ূすることとした。

5．検討結果

各検౼項に関する検౼݁果と考をҎ下に示す。

（1）検討 1に関する試験結果
平板載ՙݧࢼより，地ࢁとみられる軟弱地盤のڐ
容支持Ԡྗ度は 66.7 L//m2 という݁果がಘられ，こ
れをຬするՙॏ載ՙ面積は 16.2 m2 Ҏ上必要で͋る
ことを֬ೝした。ただし，݁ݧࢼ果から，舗装路盤下
の軟弱については，載ՙॏが一定のঢ়ଶでも下が
ਐ行するが͋ること，急ܹな載ՙॏに対して੬弱
ੑを示すݒ೦の͋る地で͋ることが֬ೝされた（写
真─ 1）。

（2）検討 2に関する試験結果
Ϟデルケースによるݧࢼはط設舗装上（ްさ 20 cm）
で，載ՙॏ 600 L/ を面積 2.97 m2 に載ՙし（検౼ 1
果でಘられたԠྗの݁ݧࢼ 3ഒ），載ՙޙ，पลの
舗装下量を 。ଓして計ଌしたܧؒ࣌5
図─ 7にΧウンターウエイトஔҐஔと下量計
ଌҐஔのイϝージ図を示す。ݧࢼの݁果，載ՙによる
下のӨڹは載ՙҐஔから隔2 mのൣғでݟられ，
最大で 14 mm（隔 0.5 m）という݁果をಘた。
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また，除ՙޙ，下量はるがݟられ舗装の
ੑൣғ内の下で͋ることも֬ೝした（写真─ 2）。

（3）検討 3に関する結果
200 t から 650 t の大型クレーンの施工実とアウト
リガー養生方法についてௐࠪを実施した。
ௐࠪした 10 ݅の工事実のうͪ 9݅は，支持杭施
工によるアウトリガー養生もしくはコンクリート圧

盤によるアウトリガー養生を実施していたが，内 1݅
については，本工事とྨࣅした地࣭݅で，ಉ͡
650 t クレーンを使用して，支持杭なしでの施工実
が͋ることを֬ೝした（図─ 8）。
養生方法に関する૬ҧ点としては，ط設舗装ްが，
本工事では 10 cm で͋るのに対して，実工事にお
いては 35 cmで͋ることで͋った。
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（4）考察
検౼݁果をもとに舗装ߏ成のӨڹのみにணし，舗
装下に一様に軟弱地盤が͋るϞデルを仮定し，舗装ް
がՙॏの分ࢄ効果に༩͑るӨڹを ݩ࣍3 '&.解ੳに
よりൺֱ֬ೝした（図─ 9）。
Ԗ変Ґをൺֱすると舗装ް 35 cm のケースの方
がൣғに，下ൣғが分ࢄしていることが解る。
下量についても舗装ް 35 cm のケースの方が
減しており，舗装の߶ੑがՙॏ分ࢄおよび，下੍
にد༩することが֬ೝできた。
しかし，現地盤は地࣭がۉ一でないため，Ԡྗが集
தしたり，軟弱で支持機ߏがෆ֬実で͋るなど，ෆ
֬定要ૉをؚΉ。ա大な下は，クレーンの安定やຒ
設およびपล施設Өڹを及΅すことが定され
る。当工事ではӦ業ઢ上ۭで施工することによる安全
ੑをॏ要視し，ՙॏ分ࢄがظでき，ՙॏ支持の安全
上が図れる舗装ްੑ 35 cm の舗装打ସを，アウト
リガー養生案として事業主ఏ案し，変更することと
した（図─ 10）。

6．おわりに

Ϟデルケースのݧࢼにおいては載ՙॏが੩ࢭঢ়ଶで
͋ったが，実施工においてはアウトリガーྗが能動
的で͋ることと，載ՙॏઈ対がさらに大きいことか
ら，施工தにおいても，クレーン立からܻ架設，ク
レーン解体までのؒ，養生Օॴपลの下量をܧଓ的
に計ଌした。
施工தの下量ݶքは「ࣾஂ法ਓ日本建設機械化
協会　移動式クレーン，杭打機等の支持地盤養生マ
ニュアル」から 50 mmとして，தࢭ，ܯռをそ
れͧれ設定し管理した。
架設தの下量は 3日ؒをとおして，最大 23 mm
で，除ՙޙは 0ʙ 5 mmまでることを֬ೝした。
ܻ架設は定内の下量で，かつ舗装߶ੑのੑൣ
ғ内でऩଋし，下が舗装߶ੑのੑൣғ内で安全に
ܻ架設をऴ͑ることが出དྷた（図─ 11）。
本工事は，新設ܻ架設をແ事ऴ͑たط，ޙ設า道橋
ܻఫڈにおいても，架設࣌ಉ様，650 t 大型クレーン
を使用しての施工となった。ط設ܻఫ࣌ڈに最大とな
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るアウトリガーྗは新設ܻ架設࣌を上ճる 149 t で
͋ったが，架設࣌とಉ様の施工管理を実施し，舗装߶
ੑのੑൣғ内で安全にܻఫڈをऴ͑ることが出དྷ
た。
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